
博物館学文献目録（2024年）
・�この文献目録には、2024 年１月から同年 12 月に刊行された、博物館学にかかわる書籍および論文・報告等を
掲載した。
・�文献の収集は、趙奕・松本亜美・永井涼・野崎彩乃・野村遼平・馬場千紘・山崎陽斗（明治大学大学院文学
研究科臨床人間学専攻博士前期課程）がおこなった。

凡　例
・�本文献目録では、書籍と論文・報告等に分けて掲載した。それぞれにおいて内容分類はおこなっていない。
・�掲載項目は、書籍では著者・発行年月・書籍名・出版社、論文・報告等では著者・発行年月・論文等のタイトル、
掲載誌、発行元である。
・�掲載の順番は、筆頭著者氏名（大学や博物館等の場合はその名称）の五十音順である。外国人の著者名は、
文献に表記された名称を仮名読みした。中国や韓国のお名前は漢字名を日本語読みしている。
・�著者の掲載は３名までとし、４名以上の場合は著者３の後に “他 ” と記した。また編集・編著は（編）、監修
は（監）、翻訳は（訳）と表記している。
・データの収集にあたっては、おもに国会図書館サーチ、NDL-OPEC、CiNii Books を参考とした。

著者１ 著者２･３ 発行年月 書籍名 出版社

明日香村（編） 2024.3 文化財・景観を守り、活かす：明日香法とと
もに 雄山閣

足立隆則 2024.12 庭園日本一足立美術館の挑戦 日経 BP 日本経
済新聞出版

天野真志（編） 松下正和（編） 2024.3 地域歴史文化のまもりかた 災害時の救済方
法とその考え方 文学通信

石井美恵 山内和也
土屋貴哉、他 2024.3 博物館資料の保存：文化遺産の歴史と哲学、

観察と調査、保存科学、保存修復

国立大学法人佐
賀大学芸術地域
デザイン学部

石﨑武志（編） 2024.1 博物館資料保存論：学芸員の現場で役立つ
基礎と実践 第 2 版 講談社

犬塚康博 2024.12 博物館のアルケオロジー：落伍・追放・従
属・未発・植民地 図書出版みぎわ

今村信隆 2024.11 「お静かに !」の文化史：ミュージアムの声と
沈黙をめぐって 文学通信

大木由以 2024.2 公立美術館における学芸員の専門性：人か
ら考える博物館教育 樹村房

大澤夏美 2024.5 ミュージアムと生きていく 文学通信
太田治子 2024.4 幻想美術館：名画から紡ぐストーリー かまくら春秋社

大坪覚 2024.11 京都のワクワクする大学博物館めぐり トゥーヴァージ
ンズ

岡田朋之（編） 2024.3 ツーリズムの脱構築：地域の語りと観光・博
物館・博覧会

関西大学経済・
政治研究所

落合知子（監） 中島憲一郎（編）
宇都拓洋（編）、他 2024.11 医歯薬学系博物館事典 増補改訂版 雄山閣

著者50音順（書　籍）
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著者１ 著者２･３ 発行年月 書籍名 出版社

梯久美子 2024.7 戦争ミュージアム：記憶の回路をつなぐ （岩波
新書 新赤版 ） 岩波書店

加須屋明子（編） 2024.11 芸術と社会：表現の自由と倫理の相克 中央公論美術出
版

加藤紫帆 2024.2 文化財の不正取引と抵触法 信山社
神奈川大学日本常民文化研究所（編） 2024.3 古文書修復講座：歴史資料の継承のために 勉誠社
金山喜昭（編） 2024.12 博物館の収蔵庫問題と新たなコレクション管理 雄山閣
クシシトフ・ポミア
ン 水嶋英治（監） 2024.12 博物館・美術館の世界史 II（全 3 巻）：18 ～

19 世紀 ヨーロッパの時代 東京堂出版

久保健 2024.12 ザクセンの鉄道博物館：鉄路の上の東ドイツ 五月書房新社

暮沢剛巳 2024.2 核のプロパガンダ：Nuclear propaganda：
「原子力」はどのように展示されてきたか 平凡社

暮沢剛巳他（編） 2024.3 万国博覧会と「日本」：アートとメディアの視
点から 勁草書房

国立科学博物館筑波実験植物園（編） 2024.5 植物園へようこそ （岩波科学ライブラリー  326） 岩波書店
こどもくらぶ（編） 2024.1 理系の職場 .8 上野動物園のしごと 同友館
駒見和夫（編） 2024.3 総説博物館を学ぶ 同成社

小宮輝之（監） 2024.12 ズーミング ! 水族館：疑問を拡大していけば
仕組みが見えてくる ! 秀和システム

佐々木秀彦 2024.3 文化的コモンズ：文化施設がつくる交響圏 みすず書房
篠田謙一 2024.2 科博と科学：地球の宝を守る 早川書房

島田真琴 2024.12 美術館・博物館の事件簿 慶応義塾大学出
版

人文情報学研究所他（監） 2024.7 IIIF で拓くデジタルアーカイブ：コンテンツの
可能性を世界につなぐ 文学通信

大地とまちのタイムラインドキュメント
ブック編集委員会（編） 2024.4

大地とまちのタイムラインドキュメントブック：
楢葉町×東京大学総合研究博物館連携ミュー
ジアムができるまで

東京大学総合研
究博物館

髙田麻美 2024.2 近代日本の教育博物館：モデル館と地域の
関係史 東信堂

高野温子（編） 三橋弘宗（編） 2024.11 自然史博物館の資料と保存 朝倉書店

高森順子（編） 2024.3 残らなかったものを想起する：「あの日」の災
害アーカイブ論 堀之内出版

ちいさな美術館の
学芸員 2024.1 学芸員しか知らない美術館が楽しくなる話 産業編集センター

土屋健 黒丸（案）
土屋香（絵）、他 2024.1 古生物動物園のつくり方：プロが真面目に飼

育施設を考えてみた 技術評論社

土屋健 ツク之助（絵）
伊藤隆臣（監）、他 2024.1 古生物水族館のつくり方：プロが真面目に飼

育施設を考えてみた 技術評論社

電通 PR コンサルティング 2024.7 企業ミュージアムへようこそ：PR 資産としての
魅力と可能性 . 下巻 時事通信出版局

栂正行 2024.9 文学と博物館　静と動の連結とその編成 三月社

富岡直人（編） 松岡智子（編）　
德澤啓一（編） 2024.2 拡大する文化財・文化遺産：博物館資料新論 雄山閣

中村覚（編） 逢坂裕紀子（編） 2024.1 デジタル時代のコレクション論：デジタルアー
カイブ・ベーシックス 勉誠社

中村浩 2024.4 ぶらりあるきお酒の博物館 芙蓉書房出版
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著者１ 著者２･３ 発行年月 書籍名 出版社

成島悦雄（編） 2024.12 動物園・水族館の子づくり大作戦：希少動物
の命をつなぐ飼育員・獣医師たちの奮闘記

TAC 株 式会社
出版事業部

西山徳明 2024.1 新・萩まちじゅう博物館：明日の観光を考える
キーワード 吉川弘文館

日外アソシエーツ株式会社（編） 2024.5 日本の図書館・博物館・美術館史事典：ト
ピックス 1871-2023 日外アソシエーツ

日外アソシエーツ株式会社（編） 2024.12 大学博物館事典：市民に開かれた知とアート
のミュージアム 日外アソシエーツ

野口淳（編） 村野正景（編） 2024.9 博物館 DX と次世代考古学 雄山閣

深沢泰秀 2024.3 球形が奏でるエンターテインメント産業 コニ
カミノルタプラネタリウム 日本工業出版

福島治 2024.2
脳が脱皮する美術館：ビジネスに効く対話型
アート思考：あなたの知らないアートが最強
のチームを作る

時事通信出版局

藤原卓朗 2024.11 ルーヴル美術館：ブランディングの百年 講談社
布施英利 2024.4 人体、5 億年の記憶：からだの中の美術館 光文社

槇野博史 谷口抄子
大屋厚夫（監） 2024.2 花と生命の営み：岡山大学薬用植物園にて 吉備人出版

松田京子 2024.1 帝国の視線：博覧会と異文化表象 吉川弘文館

馬渡峻輔 2024.3 自然史標本が未来を拓く：国立自然史博物館
を沖縄に ! 東京大学出版会

水嶋英治 小泉優莉菜
佐々木淑美 2024.8 ビジュアル博物館学 . アート 人言洞

村田麻里子 2024.6 思想としてのミュージアム：ものと空間のメディ
ア論 増補新装版 人文書院

山下祐樹（編） 2024.4 文化財保護活用をめぐるオーセンティシティ：
埼玉県熊谷市の文化財保護事業と国際的動向 今給黎書館

山辺昌彦 2024.2 15 年戦争展示にみる平和博物館の経緯と課題 アテネ出版社
用田政晴 2024.9 現場の博物館学を楽しむ：人文知の発見と成長 神戸大学出版会

著者１ 著者２･３ 発行年月 論文名 掲載誌 発行

會田容弘 2024.3 博物館法改正とこれからの学芸
員補教育

郡山女子大学紀要 
第 60 号 郡山女子大学

青江智洋 2024.3
地方史研究者と丹後郷土資料館
の六〇年：両丹地方史研究者協
議会創立 60 周年記念号

両丹地方史 第 89
号

両丹地方史研究者
協議会

青木加苗 2024.1

日本のミュージアムは「コミュニ
ティ」の概念をアップデートでき
るか：移民県・和歌山の役割か
ら考える国際交流のかたち

博物館研究 第 59
巻第 10 号 日本博物館協会

青木孝義 2024.3
イタリア文化財への適用事例：
歴史的建造物の保存に資する非
破壊試験

非破壊検査 第 73
巻第 3 号

日本非破壊検査協
会

青木俊也 2024.3 新しい「常盤平団地生活史展示」
をつくるための「展示の思考」

松戸市立博物館紀
要 第 31号 松戸市立博物館

著者50音順（論文・報告等）
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著者１ 著者２･３ 発行年月 論文名 掲載誌 発行
青森県黒石市
商工観光部観
光課

2024.3 小さなまちかど博物館とまち育
てによる賑わい創出

市街地再開発 第
647 号

全国市街地再開発
協会

明井英太郎 2024.3
日本におけるプラネタリウムの役
割と存在価値：プラネタリウム
100 周年を迎えて

日本ミュージアム・
マネージメント学
会研究紀要 第 28
号

日本ミュージアム・
マネージメント学会

秋葉正嗣 2024.3
博物館の DX（デジタル・トラン
スフォーメーション）と玉川大学
教育博物館の今後の取組

玉川大学教育博物
館紀要 第 21 号

玉川大学教育博物
館

鯵坂学 2024.8
京都府による植物園・北山エリ
ア開発計画を見直させた市民・
住民運動

人権と部落問題 
第 76 巻第 8 号 部落問題研究所

芦澤知広 中尾徳仁 2024.3

東洋民俗博物館の展示と附属
施設：特集 お札博士フレデリッ
ク・スタールと日本文化：東洋民
俗博物館

富士山学 第 4 号 雄山閣

阿部昭博 齋藤桃子 2024.3
多様な来館目的に対応した野外
美術館ガイドシステムの構築と
活用に関する考察

日本ミュージアム・
マネージメント学
会研究紀要 第 28
号

日本ミュージアム・
マネージメント学会

阿部敬 2024.3
縄文給食を作る：総合学習プロ
グラムの開発・実践から見える
博学連携ネットワークの機能

十日町市博物館研
究紀要 第 3 号 十日町市博物館

阿部麟太郎 寺農織苑
石本万象 2024.3

我が国の博物館学におけるケー
ススタディの傾向：主要 3 学会誌
を対象とした分析を通じて

日本ミュージアム・
マネージメント学
会研究紀要 第 28
号

日本ミュージアム・
マネージメント学会

荒川裕子 2024.9 文化芸術とウェルビーイング キャリア・スタディー
ズ

日本能率協会マネ
ジメントセンター

有賀暢迪 2024.1
科学展示における歴史の展示：
国立科学博物館の企画展「加速
器」の場合

科学史研究 第 38
号 日本科学史学会

有賀暢迪 河野洋人
寺田鮎美、他 2024.1 博物館における科学技術史資料

の展示をめぐって
科学史研究 第 62
巻第 308 号 日本科学史学会

有田寛之 廣安ゆきみ 2024.6 科博のクラファン：その舞台裏と
今後の展望

博物館研究 第 59
巻第 6 号 日本博物館協会

粟津重光 2024.3 企業博物館とナラティブ
BtoB コミュニケー
ション 第 56 巻第
3 号

日本 BtoB 広告協会

飯田卓 2024.9
民族誌博物館のデコロナイゼー
ション：ヨーロッパと日本の博物
館コレクションの形成をふまえて

国立民族学博物館
研究報告 第 48 巻
第 4号

人間文化研究機構
国立民族学博物館

飯田肇 2024.8
富山県立山カルデラ砂防博物館
における野外博物館活動：特集 
屋外で行う教育普及活動

博物館研究 第 59
巻第 8 号 日本博物館協会

飯牟礼悦子 2024.9 動物園への遠足を想定した模擬
保育の検討

教育学研究紀要 
第 15 号

大東文化大学大学
院文学研究科教育
学専攻
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著者１ 著者２･３ 発行年月 論文名 掲載誌 発行

井内麻友美 2024.3
日本における公営プラネタリウム
施設の上映プログラムからみた
実態

日本地理学会発表
要旨集 2024s 日本地理学会

五百藏高浩 2024.3
大学史を語る物品の収集，保存，
公開の方法について：海外の大
学博物館の取組に着目して

高知県立大学 文化
論叢 第 12 号

「高知県立大学文化
論叢」編集委員会

池上直樹 2024.1
地域博物館から始める国際交流：
なぜ地域の博物館が国際的な
連携に取り組むのか ?

博物館研究 第 59
巻第 10 号 日本博物館協会

池田恵美子 2024.1
館山まるごと博物館：文化遺産
を活かしたエコミュージアムまち
づくり

自治研ちば 第 45
号

千葉県地方自治研
究センター

池上宙志 2024.3
神代植物公園大温室熱供給シス
テムの BIM/CIM を活用した設
備改修工事

都市公園 第242 巻 東京都公園協会

石垣忍 豊田新
西戸裕嗣、他 2024.3

岡山理科大学構内を「地球史博
物館」化する試み：構内の野外
教育資源をつなぐオリエンテー
リングコースの開発

岡山理科大学教育
実践研究 第 7 号 岡山理科大学

石川歩 佐藤恵理子 2024.3 仙台市科学館における体験コー
ナーの利用動向

仙台市科学館研究
報告 第 33 号 仙台市科学館

石川貴敏 2024.6

企業ミュージアムに見られる最
近の変化：改正博物館法施行後
にこれからの企業ミュージアム
を思考する

企業と史料 / 企業
史料協議会 編 第
19 巻

企業史料協議会

石澤茉衣子 2024.3 「府中町考古館」に関する一考察 府中市郷土の森博
物館紀要 第 37 号

府中市郷土の森博
物館

石田泰弘 2024.1
新自由主義時代の博物館と文化
財　地方都市における社会教育
の現状と課題：現場から考える

日本史研究 第 737
号 日本史研究会

石田留美子 2024.2
ギャラリートークに対する情報
保障について：手話通訳・要約
筆記への取り組み

博物館研究 第 59
巻第 2 号 日本博物館協会

石浜佐栄子 加藤ゆき
大坪奏、他 2024.3

自然史博物館におけるぬりえを
用いた教育普及プログラムの実
践と評価：幼い子どもを対象と
したハト3 種のぬりえを例に

日本ミュージアム・
マネージメント学
会研究紀要 第 28
号

日本ミュージアム・
マネージメント学会

石原淑子 2024.3
日本の公立博物館におけるボラ
ンティア制度についての考察：二
つの大阪府立博物館の事例から

文化資源学ジャー
ナル 第 3 号

大阪公立大学文化
資源学会

石原正敏 2024.3 地域博物館を考える（１）：調査・
研究と普及活動

十日町市博物館
研究紀要 第 3 号 十日町市博物館

石引花明 小野永貴
鈴木佳苗 2024.5

動物園・水族館の学校向けプロ
グラムに関する情報公開状況の
調査

情報知識学会誌 
第 34 巻第 2 号 情報知識学会

伊豆名皓美 2024.3 借用資料のみで偉人の企画展示
を構成することについて（報告） 書叢 第 36 号 新潟大学書道研究

会

井田徹治 2024.1
危機の時代の自然史研究：特集 
自然史博物館が拓く新時代：自
然と人をつなぐために

ビオシティ 第97号 ブックエンド
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伊地知紀子 2024.12 大阪コリアタウン歴史資料館と
いう試み 歴史評論 第 896 号 歴史科学協議会

一方井祐子 2024.11 博物館における対話について考
える

博物館研究 第 59
巻第 11 号 日本博物館協会

伊東俊祐 2024.3
史料翻訳「人類の知識の向上と
普及のために、“ スミソニアン協
会 ” を設立する法律」

國學院大學博物館
學紀要 第 48 号

國學院大學博物館
学研究室

伊藤文彦 2024.3 文化財の「価値」の再整理 遺跡学研究 第 20
号 日本遺跡学会

糸数栞菜 2024.3 沖縄県における文化財保護行政
の階梯

國學院大學博物館
學紀要 第 48 号 國學院大學

井上阿紀子 2024.3

「外国人」を対象とした沖縄戦
の記憶継承：沖縄県内の「平和
博物館」における取り組み事例
の研究

地域文化論叢 第
22 号

沖縄国際大学大学
院地域文化研究科

井上敏 2024.3

大学の地域貢献を考える：人
文系の文化資源を通して（総論
編）：地域文化財の掘り起こしと
活用の研究

桃山学院大学総合
研究所紀要 第 49
巻第 3 号

桃山学院大学総合
研究所

井上さやか 2024.3 〈万葉文化〉を展示する 万葉古代学研究年
報 第 22 号

奈良県立万葉文化
館

井上由佳 2024.3
米国における博物館学プログラ
ムの現況：日本の博物館学教育
の充実に向けて

Museum study 
第 35 号

明治大学学芸員養
成課程

井上裕太 2024.3
郷土の音楽家を顕彰する：秋田
県内における黒沢隆朝没後の事
業展開

弘前学院大学文学
部紀要 第 60 号

弘前学院大学文学
部

伊庭千恵美 水谷悦子 2024.4

博物館・植物園資料を活用した
絶滅寸前種に関する情報統合解
析　標本を生物多様性保全に活
かす美術館の保存環境のこれか
ら

建築整備士 第 56
巻第 4 号

建築設備技術者協
会

岩井達弥 2024.4 美術館・博物館の照明計画 建築整備士 第 56
巻第 4 号

建築設備技術者協
会

岩田泰幸 2024.1 文化財虫菌害防除薬剤の特徴と
選定に際しての注意点

博物館研究 第 59
巻第 10 号 日本博物館協会

岩田泰幸 2024.6
文化財用燻蒸剤の動向とその変
化に伴う生物被害対策の再考に
ついて

博物館研究 第 59
巻第 6 号 日本博物館協会

岩戸晶子 脇谷草一郎 2024.8 平城宮いざない館における木樋
の展示環境について

奈良文化財研究所
紀要 2024

独立行政法人国立
文化財機構奈良文
化財研究所

魏雯君 2024.1
博物館展示に於けるコミュニ
ケーション構造の変化について：
都道府県立歴史博物館を対象に

研究論集 第 23 巻 北海道大学大学院

上野烈士 中原匡哉 2024.3
モーフィング技術を用いた歴史
的文化財のデジタルアーカイブ化
に関する研究

第 86 回全国大会
講演論文集 2024 
第 1 号

情報処理学会

宇於崎裕美 2024.2 博物館における危機管理広報 博物館研究 第 59
巻第 2 号 日本博物館協会
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打越綾子 2024.1 動物園という博物館における責
務としての動物福祉

博物館研究 第 59
巻第 1 号 日本博物館協会

内田孝 2024.11 関東大震災百年：地元メディア
とミュージアム

社会科学 第 54 巻
第 3 号

同志社大学人文科
学研究所

内舩俊樹 2024.2
研究団体と歩む半世紀：学芸員
の活動の揺籃としてのコミュニ
ティ

全国科学博物館
協議会研究発表
大会資料 第 31 号

全国科学博物館協
議会

海原靖子 2024.3
白鶴美術館の中国美術コレク
ション形成：嘉納治兵衛鶴堂の
蒐集とその背景

國華 第 129 巻第
8 号 國華社

宇仁義和 2024.3 地方博物館の教育事業の多様
性と学芸員の役割

全博協研究紀要 
第 26 号

全国大学博物館学
講座協議会

宇仁義和 オン ゼウォン 2024.4 韓国の学芸員制度と博物館：日
本との比較から

博物館学雑誌 第
49 巻第 2 号 全日本博物館学会

宇仁義和 持田誠 2024.12 公立博物館の設置主体の可能
性と運営形態の多様性

博物館学雑誌 第
50 巻第 1 号 全日本博物館学会

梅村綾子 2024.3
博物館標本を活用した学びスタイ
ルを考える：「出張！名大博物館」
という地域連携活動をもとに

名古屋大学博物館
報告 第 39 号 名古屋大学博物館

江村公 2024.3
「過去」と「新しさ」を調停する
試み：ロシア・アヴァンギャルドと
美術館

表現文化 第 13 号

大阪公立大学大学
院文学研究科文化
構想学専攻表現文
化学教室

圓谷昂史 2024.3
海岸漂着物の教材化にむけた
実践：札幌市立の中学校 2 学年
の宿泊学習を例に

北海道博物館研究
紀要 第 9 号 北海道博物館

大江秋津 大石将平 2024.12

博物館のマネジメント戦略とプ
ロダクトイノベーションに関する
実証研究：「イノベーションを生
み出す博物館経営の特性に関す
るアンケート調査」結果による
分析

経営情報学会誌 
第 33 巻第 3 号

経営情報学会誌編
集事務局

大倉茂 2024.3
教育メディアとしての動物園・水
族館：〈自然の蒐集〉から〈人間
と自然の共生〉への転換へ

人間学研究論集 
第 13 号

武蔵野大学通信教
育部

大澤武彦 2024.3
基本展示「日本のあゆみ」に関
連する所蔵資料の基礎的な調査
研究について

北の丸：国立公文
書館報 第 56 号 国立公文書館

大澤夏美 2024.1 自然史標本を楽しむ：ミュージ
アムグッズの魅力 ビオシティ 第97号 ブックエンド

大瀧拓実 2024.3
日本における野外博物館像の変
容についての考察：「野外博物
館」の用例をもとに

全博協研究紀要 
第 26 号

全国大学博物館学
講座協議会

大西亘 平井宏典
笠松舞、他 2024.3 座談会 博物館にかかわるそれ

ぞれの立場での課題と展望
神奈川県博物館
協会々報 第 95 号

神奈川県博物館協
会

大貫英明 2024.4 住民とはぐくむ博物館活動 玄関社会教育大 
第 68 巻第 4 号

「月刊社会教育」編
集委員会

大場喜幸 2024.9 鉄道博物館のコレクションとそ
の活用：特集「新説と展示」

博物館研究 第 59
巻第 9 号 日本博物館協会
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大橋康二 2024.9

肥前の色絵磁器における名称の
問題、「古九谷様式」から「初
期色絵」へ：佐賀県立九州陶
磁文化館の展示を中心に：特集

「新説と展示」

博物館研究 第 59
巻第 9 号 日本博物館協会

大洞和彦 2024.6
産業系企業ミュージアムの持続
可能性について：クラウドファン
ディング挑戦の経緯とこれから

企業と史料 第19 巻 企業史料協議会

大山顕 2024.9
平和記念資料館は " カメラ " で
ある：広島を貫く光軸と祈りの方
角：特集 日 / 戦争 / 常

群像 第 79 巻第 9
号 講談社

緒方泉 2024.3

「博物館浴」の生理・心理的影響
に関する基礎的研究（6）：「歩く」，

「見る/さわる」，「観る」博物館
浴を事例として

九州産業大学地域
共創学会誌 第 12
号

九州産業大学地域
共創学会

岡田直樹 2024.3 図書館と科学館 こどもの図書館 
第 71 巻第 7 号 児童図書館研究会

岡村渉 2024.8 登呂博物館の屋外での教育普及
活動

博物館研究 第 59
巻第 8 号 日本博物館協会

小川綾子 小林紗由里
佐原しおり、他 2024.9 「女性と抽象」展について：コレ

クションとジェンダー

Zenbi：全国美術
館会議機関誌 第
26 巻

日本博物館協会

小川達也 2024.3
国立科学博物館におけるサイエ
ンスコミュニケーターの養成に
ついて

科学技術コミュニ
ケーション 第 33・
34 号

北海道大学科学技
術コミュニケーター
養成ユニット

小川勝 2024.3 洞窟壁画レプリカ展示博物館の
調査研究

鳴門教育大学研究
紀要 第 39 号 鳴門教育大学

奥野麦生 2024.3

文化財多様性保全のための社
会的制度確立へ向けての試論：
文化財系サービスと文化財系イ
ンフラ

白岡市生涯学習セ
ンター歴史資料展
示室紀要 第 6 号

白岡市教育委員会

小椋佐奈衣 2024.3
生涯発達に活かすための博物
館の社会的意義について：地域
の郷土資料館の事業を通して

北海道文教大学論
集 第 25 号 　

尾澤諒 水野慎士 2024.6
プロジェクションマッピングを用
いた民族博物館所蔵の仮面の
仮想装着体験コンテンツの開発

マル チメディア，
分散，協調とモバ
イルシンポジウム
2024 論文集

情報処理学会

太下義之 2024.5 ミュージアムのサスティナビリ
ティとデジタルアーカイブ憲章

デジタルアーカイ
ブ学会誌 第 8 巻
第 2 号

デジタルアーカイ
ブ学会

小田島高之 2024.8 野外を歩く楽しさ 博物館研究 第 59
巻第 8 号 日本博物館協会

小田原のどか 2024.6
『ラディカル・ミュゼオロジー』
美術館から「現代」を再考する

［クレア・ビショップ 村田大輔訳］

現代思想 第 52 巻
第 8 号 青土社

鬼本佳代子 2024.5 美術館学芸員の専門性とは：文
化観光と社会教育の間で

月刊社会教育 第
68 巻第 5 号 旬報社

小野田雄介
大西信徳
Htoo Kyaw 
Kyaw、他

2024.3
UAV-LiDAR による大阪公立大
学附属植物園の 11 の樹林型の
デジタル化

日本生態学会誌 
第 74 巻第 1 号

日本生態学会誌編
集委員会
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小幡圭祐 2024.3 山形大学附属博物館史序説 東北大学史料館
研究報告 第 19 号

東北大学学術資源
研究公開センター
史料館

尾鼻崇 小出治都子 2024.3 ゲーム音楽展示の理論と実践：
オンライン展「Ludo-Musica」から

立命館映像学 第
17 号

立命館大学映像学
会

貝塚健 2024.12 美術作品をめぐる、自由、自律、
倫理

博物館研究 第 59
巻第 12 号 日本博物館協会

梯久美子 2024.1 負の歴史を未来への遺産へ：
「戦争ミュージアム」が語る記憶 潮 第 788 号 潮出版社

片岡夏鈴 2024.3 大久保内務卿期の勧農政策と博
物館：農業博物館を事例として

國學院大學博物館
學紀要 第 48 号 國學院大學

片岡真実 2024.9 美術館のサステナビリティとは 
Zenbi：全国美術
館会議機関誌 第
26 巻

全国美術館会議

片山隆裕 2024.3

戦争博物館をフィールドワーク
する：タイ国カンチャナブリー県
の「泰緬鉄道」関連博物館を中
心に

西南学院大学博物
館研究紀要 第 12
号

西南学院大学博物
館

加藤愛 岩﨑崇朗
林武文 2024.3

堺アルフォンス・ミュシャ館を
テーマとしたバーチャルミュージ
アムの開発

なにわ大阪研究 
第 6 号

関西大学なにわ大
阪研究センター

加藤和俊 2024.6 展示品の向こう側にあるもの：
資料を未来につなぐために

東アジア近代史 
第 28 号 ゆまに書房

加藤紫識 2024.11 地域の人々はどっちを向いてい
るのか？：地域博物館の現在地 千葉史学 第 85 号 千葉歴史学会

加藤憲子 2024.3 林忠正における西洋美術館の構
想についての考察

人間文化創成科学
論叢 第 26 号

お茶の水女子大学
大学院人間文化創
成科学研究科

加藤ゆき恵 2024.4 地方にある中規模博物館の現状
と課題 植生情報 第 28 号 植生学会編集委員

会

金子淳 2024.2 博物館における「単純化した物
語」の展示表象と歴史修正主義

歴史学研究 第1045
号 績文堂出版

金子淳 2024.11 博物館協議会の現状と課題：形
骸化から実質化へ

月刊社会教育 第
68 巻第 11 号

「月刊社会教育」
編集委員会 編 68

（11）=822:2024.11

金指有里佳 加藤紫織 2024.3

演習授業における和洋女子大学
文化資料館の利用と教育実践：

「ユニバーサルデザイン演習」×
和洋女子大学文化資料館の実
践例

国府台：和洋女子
大学文化資料館・
博物館学課程報告 
第 27 号

和洋女子大学文化
資料館・博物館学
課程

金山喜昭 2024.4 埋蔵文化財の調査・研究と博物
館における資料の保存と活用

文化財信濃 第 51
巻第 1 号

長野県文化財保護
協会

金山喜昭 2024.9 博物館の使命と学芸員のキャリ
ア形成

キャリア・スタディー
ズ

日本能率協会マネ
ジメントセンター

兼城糸絵 2024.3
スズ・シアター・ミュージアム

「光の方舟」にみる民具の新たな
展示・活用方法

民具マンスリー 第
56 巻第 12 号

神奈川大学日本常
民文化研究所

鎌形慎太郎 2024.3
博覧会水族館の水族収集にみる
水産組織の関与：大正・戦前期
小樽の事例を中心に

國學院大學博物館
學紀要 第 48 号 國學院大學
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鎌形慎太郎 2024.4
昭和初期博覧会水族館における
水産技師の関与：循環濾過シス
テムの設計に着目して

博物館学雑誌 第
49 巻第 2 号 全日本博物館学会

神野善治 2024.3
地域文化の最後の砦として：民
具存亡の「第二の危機」に民俗
資料館はどうする

民具マンスリー 第
56 巻第 12 号

神奈川大学日本常
民文化研究所

神山知徳 2024.4 やっぱり博物館が好き：学校は
地域資料とどう向き合ってきたか

地方史研究 第 74
巻第 2 号 地方史研究協議会

香山リカ 2024.11
「こころの時代」解体新書 博物
館のアクセシビリティと地域の孤
立

創 第 54 巻第 11号 創出版

唐沢與希 2024.3
3D-CG を用いた白亜紀アンモノ
イド類の生体復元と , 博物館展
示への活用

三笠市立博物館
紀要 第 27 号 三笠市立博物館

川﨑華菜 2024.3 自由民権資料館の今を考える
自由民権：町田市
立自由民権資料館
紀要 第 37 巻

町田市教育委員会

川﨑真緒 2024.12

日本博物館史の起点と幕末・明
治期の「博物館」の用法の再検
討：日本という文脈で博物館を
捉える方法論として

博物館学雑誌 第
50 巻第 1 号 全日本博物館学会

川﨑真緒 井畔杏里紗
趙奕、他 2024.3 博物館倫理を考える：国内外の

倫理規程比較と現場の視点から
全博協研究紀要 
第 26 号

全国大学博物館学
講座協議会

河野弥生 2024.1 地域博物館とシチズンサイエン
ス：NPO 法人が築く自然の拠点 ビオシティ 第97 号 ブックエンド

菊地真 2024.3 海事博物館における施設内漏水
事故について

海事博物館研究
年報 第 51 号

神戸大学海事科学
部海事博物館

菊池蓮 新和宏 2024.3

モノ・コト・ヒトを " 指定・認
定 " の中で後世に継承するため
の Museum の使命：文化財指
定・ジオパーク認定・世界遺産・
国立公園等

日本ミュージアム・
マネージメント学
会研究紀要 第 28
号

日本ミュージアム・
マネージメント学会

北村美香 池田裕介 2024.1 ワークショップ参加者の現状から
考える博物館についての一考察

金属 第 94 巻第 10
号 アグネ技術センター

北村美香 池田裕介 2024.2
ワークショップ参加者の現状か
ら考える「これからの博物館」
についての一考察

全国科学博物館
協議会研究発表
大会資料 第 31 号

全国科学博物館協
議会

北本圭一 前田洋一 2024.11
動物園におけるニホンイシガメの
保全事業：生息域外保全から
地域と連携した普及啓発活動へ

遺伝：生物の科学 
第 78 巻第 6 号 エヌ・ティー・エス

木村敏之 2024.9
自然史博物館における新説と展
示について：群馬県立自然史博
物館における事例紹介

博物館研究 第 59
巻第 9 号 日本博物館協会

木村美里 2024.1

江戸川大学国立公園研究所から
（第 60 回）自然環境や歴史的
環境を図書館や美術館に見立て
て：TTOR：ナショナル・トラス
トの源流をめぐって

國立公園 第827 号 自然公園財団

郭家彤 2024.3 長崎県における博物館の多言語
化に関する研究

観光学論集 第 19
号

長崎国際大学国際
観光学会
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著者１ 著者２･３ 発行年月 論文名 掲載誌 発行

朽木一 2024.7 ミュージアムの運営と「合理的
配慮」

前衛：日本共産党
中央委員会理論
政治誌 第 1042 号

日本共産党中央委
員会

久保登士子 柴田昌三 2024.3
日本植物園協会入会園へのアン
ケートにみる日本の植物園関連
施設の現状と社会的役割

ランドスケープ研
究 第 87 巻第 5 号 日本造園学会

熊谷賢 2024.12
ふるさとのたからは失われてい
ない：陸前高田市立博物館にお
ける文化財レスキュー

日本の科学者 第
59 巻第 12 号 日本科学者会議 

栗原正博 篠沢健太 2024.3
富岡製糸場と絹産業遺産群関連
施設の展示内容の現状と地域
連携に資する展示の可能性

ランドスケープ研
究 第 87 巻第 5 号 日本造園学会

栗原祐司 2024.9 ICOM 諮問会議・総会がマルセ
イユで開催

博物館研究 第 59
巻第 9 号 日本博物館協会

栗原祐司 2024.9 クラウドファンディングの手法に
ついて

Zenbi：全国美術
館会議機関誌 第
26 巻

全国美術館会議

栗原悠 2024.3 アーカイヴの意志へ：文学館運
営における課題と展望

武蔵野文学館紀要 
第 14 号

武蔵野大学武蔵野
文学館

黒住耐二 2024.4 博物館の貝類資料を用いた視覚
障がい者向け利用例

Museumちば：千
葉県博物館協会
研究紀要 第 48 号

千葉県博物館協会
調査研究委員会

小池研二 2024.3
ドイツ，ノルトラインヴェスト
ファーレン州の美術館博物館に
おける鑑賞教育

横浜国立大学教育
学部紀要 . I, 教育
科学 第 7 号

横浜国立大学教育
学部

小泉順也 2024.3

ポール・ゴーガンの作品所蔵を
通したフランスと日本の美術館の
比較：日本で開催されたブルター
ニュ関連の展覧会を起点として

言語社会 第 18 号 一橋大学大学院言
語社会研究科

神頭元気 野村正弘 2024.9 博物館における文字解説パネル
の現状

メディアと情報資
源：駿河台大学メ
ディア情報学部紀
要 第 31 巻第 1 号

駿河台大学メディ
ア情報学部

甲田小知代 2024.3

フィンランドの美術館における
教育普及活動の動向：現地調査
及び関係者聞き取り取材に基づ
いて

美術教育学 : 美術
科教育学会誌 第
45 号

美術科教育学会

後藤友香理 2024.3
アートと地域の協働：静岡県立
美術館ロダン館での音楽活動を
通して

ピアノとウェルビー
イング研究 第 1号

静岡大学ピアノと
ウェルビーイング研
究所

小森真樹 2024.1 ミュージアムという「場」が語
る：生きられた歴史と / のアート

歴史学研究 第1053
号 歴史学研究会

小森真樹 2024.3

ミュージアムで「キャンセルカル
チャー」は起こったのか ?：脱
植民地化と人体のアイデンティ
ティ政治をめぐる博物館倫理

武蔵大学人文学会
雑誌 第 55 巻第 2
号

武蔵大学人文学会

小林満里奈 中原匡哉 2024.3
歴史的文化財のデジタルアーカ
イブのための点群データを用い
た設計値の抽出に関する研究

第 86 回全国大会
講演論文集 2024 
第 1 号

情報処理学会
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著者１ 著者２･３ 発行年月 論文名 掲載誌 発行

駒見和夫 2024.3
博物館と知的障害特別支援教
育をつなぐ試み（2）出前講座
から実地体験へ

Museum study 
第 35 号

明治大学学芸員養
成課程

小山和作 2024.9
熊本に戦争と平和のミュージア
ムを創ろう：戦後八〇年に向け
ての取り組み

Kumamoto：総合
文化雑誌 第 48 号

くまもと文化振興
会

呉屋美奈子 2024.6 図書館が博物館に期待するこ
と：地域資料をめぐって

博物館研究 第 59
巻第 6 号 日本博物館協会

近藤萌 島崎健
梅村綾子 2024.3 名古屋大学博物館来館者調査

WEB アプリケーションの開発
名古屋大学博物
館報告 第 39 号 名古屋大学博物館

紺野英二 2024.3 博物館における考古展示の一様
相：竪穴住居を素材として

立正大学文学部
論叢 第 147 号 立正大学文学部

齊藤有里加 上田裕尋
横山兵、他 2024.1

ワタを育てて機械を動かそう：
参画型動態展示の実施と SNS
の活用から新たなコミュニティを
つくる

金属 第 94 巻第 10
号 アグネ技術センター

齊藤有里加 上田裕尋
横山岳、他 2024.2

ワタを育てて器械を動かそう：
SNS を通じて資料を繋がる博物
館コミュニティ

全国科学博物館
協議会研究発表
大会資料 第 31 号

全国科学博物館協
議会

西連寺匠 2024.7 博物館における現代の民具の利
用について

歴史と民俗：神奈
川大学日本常民文
化研究所論集 第
41 号

平凡社

五月女賢司 2024.12
国際博物館会議（ICOM）によ
る「Museum」の新定義とこれ
からの博物館

日本の科学者 第
59 巻第 12 号 日本科学者会議 

坂上吉一 2024.3

防菌防黴分野における微生物制
御の歴史的経緯と現状（11）文
化財関係ならびに関連分野にお
ける微生物制御（その 2）正倉
院関係全般について

日本防菌防黴学会
誌 第 52 巻第 3 号 日本防菌防黴学会

坂本昇 2024.1
虫聞き文化がつなぐ地域と博物
館：兵庫県伊丹市の「鳴く虫と
郷町」

ビオシティ 第97号 ブックエンド

佐久間大輔 和田岳 2024.1
自然史資料の尊厳配慮への模
索　科学的活動と社会的合意
形成の両輪を基礎として

博物館研究 第 59
巻第 1 号 日本博物館協会

佐久間大輔 2024.4
持続可能な開発目標とミュージ
アムの使命・中期計画：大阪市
立自然史博物館での検証

博物館学雑誌 第
49 巻第 2 号 全日本博物館学会

佐久間大輔 2024.6 デジタル文化資源時代の図書館
と博物館

博物館研究 第 59
巻第 6 号 日本博物館協会

佐々木啓 2024.3
阿蘇山上ビジターセンターにお
ける来館者の展示の観覧と意識
変化

ランドスケープ研
究 第 87 巻第 5 号 日本造園学会

佐々木史郎 2024.6 ロシアの地方博物館における先
住民族文化展示

文化人類学 第 89
巻第 1 号 日本文化人類学会

佐々木敏紘 2024.3 リニューアルに伴う展示物の再
構成・移設・再活用の検討

仙台市科学館研
究報告 第 33 号 仙台市科学館
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著者１ 著者２･３ 発行年月 論文名 掲載誌 発行

佐々木敏紘 中山慎也 2024.3 交流の学習に関する教員研修の
開発

仙台市科学館研
究報告 第 33 号 仙台市科学館

佐々木敏紘 宮﨑佳彦 2024.3
科学館の魅力を高めるイベント
の在り方の検討：ナイトミュージ
アムツア：実施報告

仙台市科学館研
究報告 第 33 号 仙台市科学館

佐々木秀彦 2024.6

これからの「対話と連携の博物
館」サブテーマ 1「博物館と図
書館 ML（A）連携の可能性」
の趣旨と協議のあらまし

博物館研究 第 59
巻第 6 号 日本博物館協会

笹倉いる美 大坪逸貴
大橋正司、他 2024.5

北海道立北方民族博物館の公
開用収蔵資料データベースがで
きるまで：Omeka S を用いた事
例

アート・ドキュメ
ンテーション研究 
第 32 号

アート・ドキュメン
テーション学会

佐藤大輔 三浦雅仁 2024.3
旧志免鉱業所竪坑櫓の修理と
非破壊試験：歴史的建造物の
保存に資する非破壊試験

非破壊検査 第 73
巻第 3 号

日本非破壊検査協
会

佐藤守弘 2024.3 眼視の力：コミュニケーションと
しての商品展示

文化学年報 第 73
号

同志社大学文化学
会

佐藤優香 2024.3

守れ ! 文化財：学校資料の保存
活用とその継承を考える：京都
府立聾学校における自立的で継
続的な資料活用のための試み

新潟県立歴史博物
館研究紀要 第 25
号

新潟県立歴史博物
館

佐藤雄生 2024.3
文化財火災時の情報伝達：松前
奉行所跡・福山城（松前城）天
守焼失の顛末

松前町郷土資料館
研究紀要 第 1号

松前町教育委員会
文化社会教育課

佐藤祐輔 2024.3
仙台市縄文の森広場野外展示
の復元住居木材の強度測定と
修繕について

地底の森ミュージ
アム・縄文の森広
場研究報告 2023

仙台市富沢遺跡保
存館

佐渡友陽一 原澤恵太 2024.3

動物園水族館におけるファンド
レイジングの展開と課題：コロナ
禍によるクラウドファンディング
の広がりを踏まえて

日本ミュージアム・
マネージメント学
会研究紀要 第 28
号

日本ミュージアム・
マネージメント学
会

佐野広大 相川直美
今井ミカ 2024.1

ろう者コミュニティへ展示を届け
る：日本手話を取り入れた展示
改修事例「ノーベル Q」

金属 第 94 巻第 10
号 アグネ技術センター

佐野広大 相川直美
今井ミカ 2024.2

ろう者コミュニティへ展示を届け
る：日本手話を取り入れた展示
回収事例「ノーベル Q」

全国科学博物館
協議会研究発表
大会資料 第 31 号

全国科学博物館協
議会

澤田幸輝 南谷果音
米澤樹、他 2024.3

わが国における公開天文台の立
地と施設利用者数の関係をめぐ
る考察：夜間観望会参加者数と
RESAS による到達圏分析を踏
まえて

日本ミュージアム・
マネージメント学
会研究紀要 第 28
号

日本ミュージアム・
マネージメント学会

椎原春一 2024.1

動物園の「ふれあい動物」への
配慮の変化からみる、動物園に
おける動物福祉の現状認識と現
場対応

博物館研究 第 59
巻第 1 号 日本博物館協会

椎原伸博 2024.3

現代美術における展覧会の再展
示について「空虚回顧」展、「態
度が形になるとき」展、「大地の
魔術師達」展をめぐって

実践女子大学文学
部紀要 第 66 号 実践女子大学
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著者１ 著者２･３ 発行年月 論文名 掲載誌 発行

志田拓也 2024.12 博物館情報提供 WEB サービス
「TOKYO ART MAP」の展開

博物館研究 第 59
巻第 12 号 日本博物館協会

篠崎茂雄 2024.3 栃木県立博物館文化観光拠点
計画の現状と課題について

博物館研究 第 59
巻第 3 号 日本博物館協会

篠田謙一 2024.4 科博のクラファン：その経緯と
目指すもの

博物館研究 第 59
館第 4 号 日本博物館協会

柴崎茂光 2024.1
写真資料を用いたフィールドワー
クの地域還元：写真と現場の往
復作業を通して

Rekihaku 第 13 巻
人間文化研究機構
国立歴史民俗博物
館

柴田健一郎 2024.3

視線計測を用いた博物館見学者
の展示閲覧行動調査：特別展示

「足跡化石から探る太古の世界」
の例

神奈川県博物館
協会々報 第 95 号

神奈川県博物館協
会

柴野初音 大鐘卓哉 2024.3

小樽市における学校天文台につ
いての記録：北海道小樽潮陵高
等学校・小樽双葉高等学校につ
いて

小樽市総合博物館
紀要 第 37 号 小樽市総合博物館

島絵里子 2024.3 ミュージアムにおける多感覚体
験に関する研究動向

科教研報 第 38 巻
第 4 号

Japan Society for 
Science Education

島口直弥 芳賀正之 2024.3

教員の授業改善を促す「間接的
な美術館利用」の具現：浜松市
美術館「教員のための仏像講座」
を例に

静岡大学教育実践
総合センター紀要 
第 34 号

静岡大学教育学部
附属教育実践総合
センター

島宗美知子 蓬田奈央 2024.3 クラウドファンディングにかかわ
る事務作業について

神奈川県博物館
協会々報 第 95 号

神奈川県博物館協
会

ジャクファル・
イドルス 2024.3 近代国民国家インドネシアにお

ける博物館の設立とその役割
21 世紀アジア学
研究 第 22 号

国士舘大学 21世紀
アジア学会

初宿成彦 2024.3 ボランティア受入れに対する学
芸員側の心構え

Musa：博物館学
芸員課程年報 第
38 号

追手門学院大学博
物館研究室

白石弘幸 2024.3 北陸水産メーカーの口コミと工
場ミュージアム：実態調査と考察

日本海域研究 第
55 号

環日本海域環境研
究センター

新郷英弘 2024.1
美術館・博物館の挑戦 芦屋釜の
里 ロストテクノロジーへの挑戦：
芦屋釜の復元に挑む

茶道雑誌 第 88 巻
第 10 号 河原書店

真保元 2024.3
日常に戻る博物館：川崎市立日
本民家園におけるコロナ禍前後
の開園状況を事例に

神奈川県博物館
協会々報 第 95 号

神奈川県博物館協
会

真保元 2024.8
野外博物館における小学校の体
験学習：第 163 回 日本民具学会
研究会

民具研究 第166 巻 日本民具学会

新宮崇弘 2024.2 展示会の反省とその発信：新し
い展示意図の伝え方

博物館研究 第 59
巻第 2 号 日本博物館協会

杉浦央子 2024.3 ミュージアムでの日 ：々教育普及
の現場から

武蔵大学人文学会
雑誌 第 55 巻第 2
号

武蔵大学人文学会

鈴木直人 2024.3 展示：「人流」を促す展示 北区飛鳥山博物館
研究報告 第 26 号

東京都北区教育委
員会
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鈴木不二一 2024.2
深まる博物館の機器と新たな可
能性の模索　地域の健康と福
祉改善への好機

あけぼの 第 41 巻
第 5 号

NTT 労働組合中
央本部

鈴木雅和 2024.2 社会植物学による SDGs への貢
献と植物園デジタルツイン構想

日本植物園協会誌 
第 58 号 日本植物園協会

鈴木有紀 2024.11 オンライン対話型鑑賞プログラ
ムの「失敗」と学び

博物館研究 第 59
巻第 11 号 日本博物館協会

鈴村麻里子 2024.12

潜在的利用者への情報提供：
『三重県立美術館ソーシャル・ガ
イド』と「はじめて来館する方の
ための来館ガイド」

博物館研究 第 59
巻第 12 号 日本博物館協会

須藤茂樹 2024.3
「博物館資料論」の講義展開と
博物館見学の意義：徳島県立文
学書道館を事例に

四国大学全学共通
教育センター年報 
第 9 号

四国大学全学共通
教育センター

砂川典子 2024.5

世紀転換期アメリカにおける
ミュージアムへの欲望：ヘンリー・
ジェイムズ『金色の盃』におけ
る取引と消費

比較文化研究 第
155 号 日本比較文化学会

角川咲江 2024.1
地域と連携して地域課題に取り
組んだ博物館の例：スウェーデ
ンとの国際交流イベント

博物館研究 第 59
巻第 10 号 日本博物館協会

諏訪部優子 小川義和
有田寛之、他 2024.1

総合知を目指すサイエンスコミュ
ニケーション活動に関する共同
研究：全国の科学系博物館にお
ける学習支援活動の実態調査

金属 第 94 巻第 10
号 アグネ技術センター

関根理恵 2024.3
武力紛争時の文化財保護に関す
る研究：第二次世界大戦期を事
例として

江戸川大学紀要 
第 34 号 江戸川大学

瀬谷貴之 2024.9
特別展「運慶」と新研究：神奈
川県立金沢文庫の研究活動を通
して：特集「新説と展示」

博物館研究 第 59
巻第 9 号 日本博物館協会

宗野文俊 2024.3 水族館を活用した子どもの身体
活動の可能性

相模女子大学紀要 
第 87 号 相模女子大学

田尾誠敏 2024.1 観光考古学と埋蔵文化財 月刊考古学ジャー
ナル 第 802 号

考古学ジャーナル
編集委員会

高井健司 2024.3
三重県総合博物館における評価
制度について：運用を通じた成
果と課題

三重県総合博物館
研究紀要 第 10 号 三重県総合博物館

髙尾戸美 2024.3
博物館における在住外国人を対
象とした「やさしい日本語」の
展開に関する一考察

國學院大學博物館
學紀要 第 48 号 國學院大學

髙木夏奈子 2024.3
聴覚・視覚等障がい者と共に楽
しむ ユニバーサルな音楽・美術
ワークショップの実践と考察

植草学園大学研究
紀要 第 16 巻 植草学園大学

髙澤廣行 2024.3 ケルン東洋美術館の仏教美術コ
レクションと展示内容

国際日本研究 第
16 号

筑波大学人文社会
科学研究科国際日
本研究専攻

多賀茂治 2024.8

「ここにしかない歴史」を発見す
るまちあるき：兵庫県立兵庫津
ミュージアムにおける屋外教育
普及活動事例の紹介

博物館研究 第 59
巻第 8 号 日本博物館協会
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髙嶋賢二 2024.5 佐田岬半島ミュージアムの常設
展示

民具マンスリー 第
57 巻第 2 号

神奈川大学日本常
民文化研究所

髙田智仁 2024.3
埼玉県立博物館等施設における
収蔵資料防災マニュアルの策定
について：事業概要と展望

紀要 第 18 号 埼玉県立歴史と民
俗の博物館

高野温子 李忠建
佐藤順子、他 2024.11

兵庫県立人と自然の博物館植物
標本庫（HYO）の再開と , 新館
建築に伴うHYO 維管束植物標
本の引っ越し作業について

植物地理・分類研
究 第 72 巻第 2 号 日本植物分類学会

髙橋修 2024.2
「博物館が直面する課題・問題
の改善・解決」の有する意義に
ついて

博物館研究 第 59
巻第 2 号 日本博物館協会

高橋修 佐藤琴
町田小織、他 2024.3

博物館学の研究動向に関する定
期的総覧化システムの構築と実
践

全博協研究紀要 
第 26 号

全国大学博物館学
講座協議会

高橋啓一 2024.12
地域社会の交流の場としての県
立博物館の役割：琵琶湖博物
館を例として

日本の科学者 第
59 巻第 12 号 日本科学者会議 

高橋五月 2024.3
魚と人のあいだ：水族館とマル
チスピーシーズ民族誌から「狭
間」を見つめる

文化人類学 第 88
巻第 4 号 日本文化人類学会

高橋雄造 2024.3 博物館の社会史：小著『博物館
の歴史』の立場

Museum study 
第 35 号

明治大学学芸員養
成課程

高原耕平 2024.3 災厄のミュージアムにおける「対
話」の理念

研究論文・報告集 
令和 4 年度

阪神・淡路大震災
記念人と防災未来
センター

高見一利 2024.1 動物園・水族館が進める国際連
携

博物館研究 第 59
巻第 10 号 日本博物館協会

髙見妙 2024.12

どなたでも楽しめる博物館の実
現を目指して：古代オリエント博
物館における視覚障害者を対象
とした展示解説の実践

作業療法ジャーナ
ル 第 58 巻 第 13
号

三輪書店

高柳直弥 2024.7 企業家を扱う企業博物館の傾向
に関する考察

企業家研究 第 24
号

企業家研究フォー
ラム

田川太一 2024.3 国立大学法人附属博物館に関す
る研究

観光学論集 第 19
号

長崎国際大学国際
観光学会

瀧端真理子 2024.3 求人情報から見る英国ミュージ
アムの寄附金獲得戦略（1）

Musa：博物館学
芸員課程年報 第
38 号

追手門学院大学博
物館研究室

武井二葉 2024.12

近代博物館における非利用者と
博物館の関係―博物館コミュニ
ティの形成原理と社会的包摂の
ための試論―

博物館学雑誌 第
50 巻第 1 号 全日本博物館学会

竹内利夫 2024.6 誰のためのユニバーサル ?：美
術館の楽しみ方を一緒につくる

新ノーマライゼー
ション 第 44 巻第
6 号

日本障害者リハビ
リテーション協会

竹下春奈 大参翔平
松本亜美、他 2024.3

日本の博物館における倫理規程
の現状：現場における倫理に関
する課題調査を踏まえて

全博協研究紀要 
第 26 号

全国大学 博 物 館
学講座協議会
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楯石もも子 2024.6
博物館内の MLA 連携：ミュー
ジアム・ライブラリアンの立場か
ら

博物館研究 第 59
巻第 6 号 日本博物館協会

田中則仁 小野塚美保 2024.3
「個」を強くする博物館：博物館
から広がる PBL と「対話」の世
界

明治大学教育会
紀要 第 16 号

明治大学資格課程
事務室

田中正之 2024.6 「騒々しさ」と「にぎやかさ」：
美術館は静かであるべきか

博物館研究 第 59
巻第 6 号 日本博物館協会

田中裕二 2024.3
コレクション管理と評価：展示
活動に偏重した事業は是正可能
か

法政大学資格課
程年報 第 13 号 法政大学資格課程

田中嘉寛 2024.1
札幌市の博物館計画のこれまで
とこれから 札幌市産セミクジラ
化石にかける期待

博物館研究 第 59
巻第 10 号 日本博物館協会

田中梨枝子 2024.9
二〇〇〇年から現在までの公立
美術館における教育普及事業の
動向に関する研究ノート

京都芸術大学紀要 
第 28 号 京都芸術大学

棚橋沙由理
白石志康
トーマス・スー
ジー

2024.9
核遺産を通じた科学技術コミュ
ニケーションの一考察：被ばく船

「第五福竜丸」の展示から

科学技術コミュニ
ケーション 第 35号

北海道大学 高等
教育推進機構 オー
プンエデュケーショ
ンセンター 科学技
術コミュニケーショ
ン教 育 研 究部門

（CoSTEP）

谷口茂弘 下総勝義 2024.2 国立植物園の運営に関する調査
結果について

日本植物園協会誌 
第 58 号 日本植物園協会

谷口とし 2024.3 博学連携：教育とともに志向す
る事業

北区飛鳥山博物館
研究報告 第 26 号

東京都北区教育委
員会

谷野和美 木村信一郎 2024.3 作品との対話：博学連携のたと
えば

鳥取大学附属中学
校研究紀要 第 55
号

鳥取大学附属中学
校

玉城早苗 2024.3

当美術館における教育普及活動
の現在：ARTと出会い、人と
出会い、自分自身と出会う、学
び・体験の場の提供

沖縄県立博物館・
美術館美術館紀要 
第 12 号

沖縄県立博物館・
美術館

田村将人 2024.1 先住民族アイヌの歴史と文化を
展示する

博物館研究 第 59
巻第 1 号 日本博物館協会

田村徳至 2024.3

経済リテラシーの基礎を育む学
習プログラムの開発：ボストンチ
ルドレンミュージアムの教材を手
掛かりとして

教職研究 第 15 号 信州大学全学教育
機構教職教育部

丹藤真子 2024.3

アンケートから見る展示の成果
と今後の課題：「学習院制服事
始」展・新ミュージアム開館に
向けて

学習院大学史料館
紀要 第 30 号 学習院大学史料館

趙奕 2024.3
外国人の博物館の利用について：
留学生における実態と課題の検
討

Museum study 
第 35 号

明治大学学芸員養
成課程

陳曦 2024.1
博物館としての動物園のあり方：
日本の法制度から見る動物園の
社会的役割

研究論集 第 23 巻 北海道大学大学院
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對比地孝亘 2024.9 恐竜の展示の変化：獣脚類を中
心に：特集「新説と展示」

博物館研究 第 59
巻第 9 号 日本博物館協会

塚本明日香 2024.3

地域教材を用いたインクルーシ
ブな教育プログラム開発を目指
して：チバニアンを用いた盲学校
生対象の博物館体験プログラム

地域志向学研究 
第 8 号 地域協学センター

土屋正臣 2024.3 クラウドファンディングによる文
化遺産の持続的な保護の可能性

城西現代政策研究 
第 17 巻第 2 号 城西大学

鶴見英成 稲村哲也
葉田善章、他 2024.3

放送大学教員の共同研究による
大学ミュージアム構想の検討と
試行的展示公開

放送大学研究年報 
第 41号 放送大学

鐵慎太朗 2024.4 地域博物館における収蔵庫と植
生学のつながり 植生情報 第 28 号 植生学会編集委員

会

出町史夏 高山楓菜
成瀬美玖、他 2024.3

科学教育における国語力向上
を意識した博物館教育プログラ
ム：新企画「目指せ！観察名人
@ 名大博物館」を実施して

名古屋大学博物館
報告 第 39 号 名古屋大学博物館

寺田鮎美 2024.1
東京大学由来の科学技術史資
料：大学博物館における展示の
意義と課題

科学史研究 第 308
号 日本科学史学会

寺農織苑 江口佳穗 2024.4
人間 vs. ChatGPT：人工知能は
ミュージアムの解説パネル書け
るのか？

博物館学雑誌 第
49 巻第 2 号 全日本博物館学会

土井冬樹 2024.6 マオリと博物館のパートナーシッ
プ

文化人類学 第 89
巻第 1 号 日本文化人類学会

德澤啓一 2024.4
たんいの実質化を図る取り組み
と「博物館に関する科目」の取
り扱い

博物館学雑誌 第
49 巻第 2 号 全日本博物館学会

戸田孝 2024.2 理工系館と自然史館の境界領域
に関する事例調査

全国科学博物館
協議会研究発表
大会資料 第 31 号

全国科学博物館協
議会

富澤由規子 池上直樹 2024.1 御船町恐竜博物館の継続的学
習・探究活動支援への取り組み

金属 第 94 巻第 10
号 アグネ技術センター

鳥垣耀平 諏訪博彦
安本慶一、他 2024.9 美術館における鑑賞者の心理状

態推定に向けた基礎分析

2024 年度 情報処
理学会関西支部 支
部大会 講演論文
集

情報処理学会関西
支部

鳥谷真佐子 阿児雄之
野口淳 2024.3

対話型ワークショップにより博物
館価値を発見・評価するフレー
ムワークの開発

KeMCo Review 
第 2 巻

慶應義塾ミュージ
アム・コモンズ

仲井間歩 2024.2 全国の植物園をつなぐオンライ
ンツアーの取り組み

日本植物園協会誌 
第 58 号 日本植物園協会

長井美暁 2024.11

豊田市博物館（愛知県豊田市） 
博物館と美術館の調和と対比：
時代やスタイルが異なる 2 館を
庭でつなぐ

日経アーキテク
チュア 第 1275 号 日経 BP

永井玲衣 2024.11 わからなさをわかちもつものとし
ての対話

博物館研究 第 59
巻第 11 号 日本博物館協会
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中尾健二 2024.3

京都産業大学ギャラリーと附属
中学校・高等学校歴史部との実
践報告 2：生涯学習社会におけ
る博物館教育 / 博学連携の可
能性について

高等教育フォーラ
ム　実践・調査報
告集 第 14 号

京都産業大学

中川俊宏 2024.3 公立博物館学芸員の就業状況に
関する調査報告：研究レポート

武蔵野音楽大学
研究紀要 第 55 号 武蔵野音楽大学

中村隆 菅原佑香 2024.3

科学系博物館における SDGs に
関する展示・教育の方向性につ
いての一考察：来館者の SDGs
の学習に対する意識調査の一事
例より

日本ミュージアム・
マネージメント学
会研究紀要 第 28
号

日本ミュージアム・
マネージメント学会

長村祥知 2024.11 博物館学芸員と展示資料の調書 日本歴史 第 918
号 日本歴史学会

中山智貴 2024.12

社会科教師はどのようにミュー
ジアムと協働すべきか：愛知県
における博物館教員を介在した
博学連携の事例から

博物館学雑誌 第
50 巻第 1 号 全日本博物館学会

成田敦史 2024.3
北海道博物館の総合展示におけ
る来場者調査から得られた観覧
動向と諸課題

北海道博物館研究
紀要 第 9 号 北海道博物館

名和郁夏 高橋泰道
齋藤由美子 2024.3

小学校理科教育における博物館
の活用のあり方：奥出雲多根自
然博物館の活用を通して

島根県立大学・島
根県立大学短期大
学部教職センター
年報 第 5 号

島根県立大学・島
根県立大学短期大
学部教職センター

錦織一臣 2024.1 動物倫理・動物福祉に関する動
物園と水族館の異同

博物館研究 第 59
巻第 1 号 日本博物館協会

西澤真樹子 2024.1
NPO 法人が支える博物館コミュ
ニティ：大阪自然史センター 22
年の歴史と舞台裏

ビオシティ 第97号 ブックエンド

西澤真樹子 2024.8
「実物の力」を駆使し、工夫し
て：子どもたちにリアルを届ける
博物館活動

教育 第 943 巻 旬報社

西村広経 2024.3 考古学展示の理解を助ける参加
型企画の実践

松戸市立博物館
紀要 第 31 号 松戸市立博物館

新田建史 2024.6 静岡県立美術館における虫害菌
防除の実務

文化財の虫菌害 
第 87 号

文化財虫菌害研究
所

根岸彩香 桑宮陽
瀬野尾悠、他 2024.6 展示物付近の足跡が鑑賞者の

行動と評価に与える影響の調査

マル チメディア，
分散，協調とモバ
イルシンポジウム
2024 論文集

情報処理学会

野口淳 髙田祐一
三好清超、他 2024.3

3D データと書誌データを軸とし
た考古学・博物館資料のデジタ
ル化、LOD 化とパブリック化

KeMCo Review 
第 2 巻

慶應義塾ミュージ
アム・コモンズ 

葉上太郎 2024.8
「石垣の博物館」が示した崩落
の傾向：能登半島地震、金沢城
の被災

ガバナンス 第 280
号 ぎょうせい

箱﨑真隆 2024.9 年代情報の破壊力：こうして定
説は覆される

博物館研究 第 59
巻第 9 号 日本博物館協会
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著者１ 著者２･３ 発行年月 論文名 掲載誌 発行

橋本佳延 2024.1 自然史博物館の「つなぐ」機能
の重要性 ビオシティ 第97号 ブックエンド

橋本佳延 山田量崇
藤井俊夫、他 2024.2

博物館のダイバーシティ＆インク
ルージョンの充実化に向けて：兵
庫県立人と自然の博物館の事例

全国科学博物館
協議会研究発表
大会資料 第 31 号

全国科学博物館協
議会

長谷川良子 2024.3

文書館の展示におけるユニバー
サル・ミュージアムの試み：立体
写真（凹凸写真）の制作と展示
を通して

茨城県立歴史館
報 第 51 号 茨城県立歴史館

長谷仁美 永石理恵 2024.12 国立アイヌ民族博物館における
「教員のための博物館の日」

博物館研究 第 59
巻第 12 号 日本博物館協会

馬場憲一 2024.3

「日本型エコミュージアム」提唱
に向けた分析と検証：日本にお
けるエコミュージアムの現状と課
題を踏まえて

現代福祉研究 第
24 号

法政大学現代福祉
学部現代福祉研究
編集委員会

幅田彩加 2024.3

研究資料 身体での鑑賞体験ワー
クショップに関する研究：平成国
際大学付属サトエ美術館における

『ダンス・ミュージアム』の試み

平成国際大学ス
ポーツ科学研究所
所報 第18号

平成国際大学スポー
ツ科学研究所

浜田弘明 2024.11 専門職としての学芸員制度の方
向性

日本生涯学習学会
年報 第 45 号 日本生涯学習学会

林綾野 2024.1 美術館で芸術作品を楽しむには 
（「美しい」ってなんだろう） 母の友 第 857 号 福音館書店

林浩二 2024.2 博物館をめぐる内外の動向と植
物園教育

日本植物園協会誌 
第 58 号 日本植物園協会

林潤平 2024.3

「学校資料の収蔵展示」という
地域学習の可能性：京都市学校
歴史博物館における展示実践を
事例とした考察

京都女子大学教職
支援センター研究
紀要 第 6 号

京都女子大学教職
支援センター

林千恵 2024.1
子ども社会参画活動「キッズク
ルー」におけるサイエンスコミュ
ニケーターの役割

金 属 第 94 巻 第
10 号 アグネ技術センター

林千恵 西澤息吹 2024.2
子ども社会参画活動「キッズク
ルー」におけるサイエンスコミュ
ニケーターの役割

全国科学博物館
協議会研究発表
大会資料 第 31 号

全国科学博物館協
議会

林光武 2024.1 標本・資料を未来につなぐ収蔵
庫の役割 ビオシティ 第97号 ブックエンド

原賀いずみ 2024.5 「児童文化」としての動物園教
育活動の変遷

環境教育 第 33 巻
第 2 号

一般社団法人 日本
環境教育学会

半田昌之 2024.3

全国博物館フォーラム 改正博
物館法を現場の運営に活かす：
特集 第 71 回全国博物館大会
報告

博物館研究 第 59
巻第 3 号 日本博物館協会

半田昌之 2024.4
七十年ぶりの博物館法改正　博
物館が「未来への責任」を果た
すために

博物館研究 第 59
館第 4 号 日本博物館協会

半田昌之 2024.6

「博物館法の一部を改正する法
律」施行から1 年：地域・社会
の期待に応え得る博物館を目指
して

博物館研究 第 59
巻第 6 号 日本博物館協会
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著者１ 著者２･３ 発行年月 論文名 掲載誌 発行

比嘉立広 2024.3
壺屋焼物博物館常設展示の映
像シアターのリニューアル及び映
像解説の新設について

壺屋焼物博物館
紀要 第 25 号

那覇市立壺屋焼物
博物館

日比野利信 2024.1 「博物館のまち・北九州市」の
創造

地方史研究 第 74
巻第 5 号 地方史研究協議会

平井宏典 2024.3
Well-being 時代の博物館経営 
博物館を取り巻く環境の変化と
経営学の諸論について

神奈川県博物館
協会々報 第 95 号

神奈川県博物館協
会

廣川晶子 2024.1
小規模図書館奮戦記（その 313）
国立工芸館アートライブラリ 美
術館のなかの図書館

図書館雑誌 第 118
巻第 10 号

日本図書館協会図
書館雑誌編集委員
会 

廣川和花 2024.1

歴史展示の展示を通じて歴史を
展示すること：国立歴史民俗博
物館企画展「性差（ジェンダー）
の日本史」の経験から

科学史研究 第 308
号 日本科学史学会

深澤敦仁 2024.9
講演・報告要旨 博物館における
文化観光資源としての文化財の
活用

群馬文化 第 352 号 群馬県地域文化研
究協議会

深澤敦仁 2024.8
ICT を用いた古墳の情報発信 
史跡観音山古墳・群馬県立歴史
博物館

月刊考古学ジャー
ナル 第 799 巻

ニュー・サイエン
ス社

福井令恵 2024.3

ミュージアムにおける紛争の語
りをめぐる試論：和平合意後四
半世紀を経た北アイルランドを
事例として

法政大学キャリア
デザイン学部紀要 
第 21 号

法政大学キャリア
デザイン学部

福嶋純之 2024.12
城郭における博物館活用と展示
の工夫：中世・近世の城郭を中
心に

博物館学雑誌 第
50 巻第 1 号 全日本博物館学会

福島幸宏 2024.6
MLA 連携を推進する手がかり：
施設・団体の来歴を語る資料の
保存と活用

博物館研究 第 59
巻第 6 号 日本博物館協会

福田和浩 2024.3

地域における博物館連携の課
題と展望：都道府県単位博物館
ネットワークのアンケート調査か
ら

日本ミュージアム・
マネージメント学
会研究紀要 第 28
号

日本ミュージアム・
マネージメント学会

福野明子 2024.9

ICOM-IMREC・ICOM Korea
共催の国際会議「博物館と持続
可能な開発目標：2030 年に向
けて」に参加して：特集「新説
と展示」

博物館研究 第 59
巻第 9 号 日本博物館協会

藤井秀登 2024.1
博物館明治村の設立趣意と保存
鉄道の意義：テーマパークの視
点から

明大商學論叢 第
106 巻第 1 号

明治大学商学研究
所

藤枝宏治 2024.9 額装された作品（扁額）の修理 阡陵：関西大学博
物館彙報 第 89 巻 関西大学博物館

伏見拓朗 西河今日子 2024.4 収蔵庫・展示ケースの環境設計 建築整備士 第 56
巻第 4 号

建築設備技術者協
会
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著者１ 著者２･３ 発行年月 論文名 掲載誌 発行

藤原八恵子 山口泰弘 2024.3 対話型鑑賞と教育的意義につい
て：教育現場での活用の可能性

三重大学教育学
部研究紀要　自然
科学・人文科学・
社会科学・教育科
学・教育実践 第
75 号

三重大学教育学部

船越幹央 2024.12
大学博物館と社会貢献：学術標
本の活用と教育普及活動を中心
に

日本の科学者 第
59 巻第 12 号 日本科学者会議 

船津涼子 2024.3
対話型鑑賞にみる学校と美術館
との違い：児童感想からの一考
察

國學院大學博物館
學紀要 第 48 号 國學院大學

古市博之 大鹿聖公 2024.3

動物園素材を活用した生物教材
の開発：3D 教材及び映像教材
を用いた小学 4 年生における実
践

愛知教育大学教職
キャリアセンター
紀要 第 9 号

愛知教育大学

古川恵里 大鹿聖公 2024.3

水族館との教育連携を促進する
ための基礎研究：水族館と教員
を対象とした教育連携に関する
実態調査

愛知教育大学教職
キャリアセンター
紀要 第 9 号

愛知教育大学

古田雅一 2024.11
被災文化財の救出 , 修復時のカ
ビ殺菌への放射線利用を期待し
て

月刊考古学ジャー
ナル 第 803 号

考古学ジャーナル
編集委員会

古田ゆかり 2024.6
企業博物館はどのように研究さ
れてきたのか：企業博物館研究
史を概観する

企業と史料 / 企業
史料協議会 編 第
19 巻

企業史料協議会

伯耆原智世 長谷見雄二 2024.8 奈良県における小規模文化財寺
社の火災対応体制の実態調査

日本建築学会環境
系論文集 第 89 巻
第 822 号

日本建築学会

細矢剛 神保宇嗣 2024.1
自然史標本を世界で共有する仕
組み：GBIFと日本の博物館の
役割

ビオシティ 第97号 ブックエンド

梅干野成央 2024.1
長野県における文化財（建造物）
の保護：これまでとこれからを
考える

文化財信濃 第 51
巻第 2 号

長野県文化財保護
協会

堀江典子 2024.12 消防施設における博物館機能の
現状

博物館学雑誌 第
50 巻第 1 号 全日本博物館学会

本間友 2024.3
参加をひらく場としての展覧会：

「構築される『遺跡』」展におけ
る参加のモダリティ

KeMCo Review 
第 2 巻

慶應義塾ミュージ
アム・コモンズ 

マ ー チン・R 
シェーラー 2024.3 スープチューレンの叙事詩：博物

館学的アプローチ

日本ミュージアム・
マネージメント学
会研究紀要 第 28
号

日本ミュージアム・
マネージメント学会

マオ・ヤチェ
ン

晋博山
シャオ・ヤオ、
他

2024.3
笠間市における美術館来館者の
行動特徴：地域づくりの視点か
ら

地域研究年報 第
46 号

筑波大学人文地理
学・地誌学研究会

正井佐知 2024.3 人と防災未来センターにおける
対話型ハンズオンワークショップ

研究論文・報告集 
令和 4 年度 

阪神・淡路大震災
記念人と防災未来
センター
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著者１ 著者２･３ 発行年月 論文名 掲載誌 発行

増沢隆太 2024.2 公開施設とリスク：炎上の理解
と対策

博物館研究 第 59
巻第 2 号 日本博物館協会

町田歩未 2024.3
民俗資料を介した市町村立博物
館への支援：羽生市立郷土資料
館での県政出前講座を例に

紀要 第 18 号 埼玉県立歴史と民
俗の博物館

松島朝秀 2024.3 高知大学における学芸員養成課
程の取り組み

高知大学学校教育
研究 第 6 号

高知大学大学院総
合人間自然科学研
究科（専門職学位
課程）教職実践高
度化専攻附属学校
教育究センター

松本朱実 2024.11
対話が生み出す連携と自律的な
学び合い：社会に関わる博物館
の可能性

博物館研究 第 59
巻第 11 号 日本博物館協会

松本亜美 2024.3
コロナ禍後の博物館に於ける、
古文書資料の効果的展示方法
について

Museum study 
第 36 号

明治大学学芸員養
成課程

松本夕芽 嶽山洋志 2024.3 植物園における子ども向け体験
エリアの空間特性

ランドスケープ研
究 第 87 巻第 5 号 日本造園学会

真鍋真 2024.1 教科書がつないでくれる学校と
博物館

教科書フォーラム：
中研紀要 第 25 号 中央教育研究所

真鍋真 2024.2 博物館の未来を夢見る：クラウ
ドファンディングの先に 世界 第 978 号 岩波書店

丸山啓志 2024.1 自然史博物館と合理的配慮：盲
学校による博物館の活用 ビオシティ 第97号 ブックエンド

丸山紗英 2024.3

芸術祭における住民の主体性の
生起プロセス :「MIND TRAIL 
奥大和 心の中の美術館」を事例
として

奈良女子大学社会
学論集 第 31号

奈良女子大学社会
学研究会

水科汐華 2024.3
近年の長野県埋蔵文化財セン
ターの応急的保存処理の現状と
課題

長野県埋蔵文化財
センター年報 第
40 号

一般財団法人長野
県文化振興事業団　
長野県埋蔵文化財
センター

水島久光 2024.3
戦争資料展示実践とデジタル
アーカイブ理論：伊勢原市「平
和事業」との協働の成果より

東海大学紀要文
化社会学部 第 11
号

東海大学文化社会
学部

溝口雅明 2024.9 私設博物館でジンギスカンの伝
道師活動 青淵 第 906 号 渋沢栄一記念財団

三谷真澄 2024.3 古典籍・文化財デジタルアーカ
イブ研究センターの歩みと展望

Ryukoku Journal 
of Peace and 
Sustainability 
2023 第 37 号

Research Center for 
Interdisciplinary 
Studies in 
Religion, Science 
and Humanities

道盛正樹 川上和歌子
西澤真樹子 2024.12 博物館と市民をつなぐ NPO：大

阪自然史センターの活動
日本の科学者 第
59 巻第 12 号 日本科学者会議 

宮北剛己 2024.3

デジタル・パブリック・ヒュー
マニティーズの実践：慶應義塾
ミュージアム・コモンズにおける
ミュージアム・プラクティスズを
変革する学生中心型アプローチ

KeMCo Review 
第 2 巻

慶應義塾ミュージ
アム・コモンズ 
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宮下直也 2024.1 手に取って全方向から観察でき
る昆虫標本容器の開発と活用

金属 第 94 巻第 10
号 アグネ技術センター

宮武尚美 2024.3 鎌田共済会図書館と郷土博物館
非文字資料研究
センター News 
Letter 第 51 号

神奈川大学日本常
民文化研究所　非
文字資料研究セン
ター

宮前知佐子 2024.3 ノルウェーの博物館におけるデ
ジタル施策の現状

国立民族学博物館
研究報告 第 48 巻
第 2 号

国立民族学博物館

妙木忍 2024.3
センメルヴェイス医学史博物館
におけるヴィーナスの展示経緯
とその歴史的背景

季刊経済研究 第
42 巻第 4 号

大阪公立大学経済
研究会

三好清超 佐々木宏展 2024.1 博物館資料の学校現場での活
用と展望

月刊考古学ジャー
ナル 第 791 号

ニュー・サイエン
ス社

村上タカシ 2024.3

メディアとしての 学 校 / プロ
ジェクト型の学びの実践研究：
IZUMIWAKU project「学校美
術館構想」展に関する考察

芸術文化 第 28 号 東北芸術文化学会

村山祐子 2024.1 移動水族館が運ぶ自然との触れ
合い：環境にやさしい次世代育成 ビオシティ 第97号 ブックエンド

室田康子 2024.11 長崎人権平和資料館 性暴力への
「画期的な対応」がなされるまで

金曜日 第 32 巻第
44 号 金曜日

室谷智子 2024.1 博物館で災害をどう伝え、どう
残すか：関東大震災を例に

デジタルアーカイブ
学会誌 第 8 巻第
1 号

デジタルアーカイブ
学会

持田誠 2024.1
地方の小規模博物館から伝える
自然史：自然観や社会課題と向
き合う

ビオシティ 第97号 ブックエンド

持田誠 2024.6 ミュージアム・ライブラリアンか
らみる「人」の問題

博物館研究 第 59
巻第 6 号 日本博物館協会

持田誠 2024.12 労働問題としての学芸員：学芸
員の雇用・発令・学芸員以外

日本の科学者 第
59 巻第 12 号 日本科学者会議 

森川智成 2024.12 ‘Au‘a 再考 博物館学雑誌 第
59 巻第 1 号 全日本博物館学会

森朋久 2024.3 博物館活動における AI 活用論
のための予備的考察

Museum study 
第 35 号

明治大学学芸員養
成課程

守屋雅史 2024.12
大阪市立東洋陶磁美術館のリ
ニューアル開館に伴う取り組みに
ついて

博物館研究 第 59
巻第 12 号 日本博物館協会

森山予志晃 池田浩康
坪松耕太、他 2024.1 動物福祉に関する制度整備の状

況：動物園の現場から
博物館研究 第 59
巻第 1 号 日本博物館協会

森由民 2024.7 意志と表象としての動物園 ヒトと動物の関係
学会誌 第 68 号

ヒトと動物の関係
学会

矢内琴江 2024.1

無料で学べるミュージアム（19）
風に立つライオンが向き合ってい
るもの 長崎大学熱帯医学ミュー
ジアム

月刊社会教育 第
68 巻第 10 号

「月刊社会教育」編
集委員会

矢ヶ崎結花 2024.6 複合施設による機能連携、学芸
員の立場から

博物館研究 第 59
巻第 6 号 日本博物館協会
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八木原美佳 2024.3

体験型展示ディスプレイを活用
したワークショップの開発およ
び実践：夏休みこども自由研究

「江戸の朝、江戸の夜」を事例と
して

日本ミュージアム・
マネージメント学
会研究紀要 第 28
号

日本ミュージアム・
マネージメント学会

安田篤生 2024.9
現場の声を聴く：美術館運営研
究部会の学芸員聞き取り調査に
ついて

Zenbi：全国美術
館会議機関誌 第
26 巻

全国美術館会議

安武由利子 2024.3 子ども・子育て世代向け事業：
好奇心の醸成と博物館

北区飛鳥山博物館
研究報告 第 26 号

東京都北区教育委
員会

安松みゆき 2024.3 展示作品から贈呈作品へ：戦前
を事例にして

別府大学大学院
紀要 第 26 号 別府大学会

安松みゆき 2024.3 ドイツの体制派美術の展示の取
り組みをめぐる一考察

別府大学大学院
紀要 第 26 号 別府大学会

安本宗春 2024.3 産業観光と鉄道遺産：リニア・
鉄道博物館」を事例として

追手門学院大学ベ
ンチャービジネス・
レビュー 第 16 号

追手門学院大学ベ
ンチャービジネス
研究所

矢田猛士 竹内幹蔵
太田哲朗、他 2024.3

島根県立三瓶自然館における
2023 年のプラネタリウム機器リ
ニューアルについて

島根県立三瓶自然
館研究報告 第22
号

島根県立三瓶自然
館

矢野慧一 冨田賢吾
田中勲 2024.3

展示収蔵環境への包括的なアン
モニア低減対策：美術館・博物
館の早期開業に向けた取組み

建設機械施工：一
般社団法人日本建
設機械施工協会
誌 第 76 巻第 3 号

日本建設機械施工
協会

屋比久猛成
赤嶺有平
根路銘もえ子、
他

2024.3
博物館自動デジタルアーカイブ
のための小型軽量 3 次元スキャ
ンロボットの開発

第 86 回全国大会
講演論文集 2024 
第 1 号

情報処理学会

山下治子 2024.7
ミュージアムのカフェとレストラ
ン：それぞれの体験を深め、味
わう場として

博物館研究 第 59
巻第 7 号 日本博物館協会

山梨裕美 2024.11 対話から考える動物園の「ふれ
あい」活動

博物館研究 第 59
巻第 11 号 日本博物館協会

山西良平 2024.12 日本の博物館の現状と課題につ
いて：博物館法改正を中心に

日本の科学者 第
59 巻第 12 号 日本科学者会議 

山本哲也 2024.3
新潟県内の水族館に関する覚書

（5）柏崎に所在した天然水族館
（その 3）

新潟県立歴史博物
館研究紀要 第 25
号

新潟県立歴史博物
館

湯浅万紀子 2024.11
無料で学べるミュージアム（20）
モノ・コト・ヒトを結ぶミュージ
アム 北海道大学総合博物館

月刊社会教育 第
68 巻第 11 号

月刊社会教育」編
集 委 員 会 編 68

（11）=822:2024.11

湯川弘一 2024.8
恐竜化石発掘現場を活用した施
設：野外恐竜博物館の実例：特
集 屋外で行う教育普及活動

博物館研究 第 59
巻第 8 号

東京：日本博物館
協会

遊川知久 2024.1

博物館・植物園資料を活用した
絶滅寸前種に関する情報統合解
析　標本を生物多様性保全に活
かす

Milsil: 自然と科学
の情報誌 第 17 巻
第 1 号

国立科学博物館

湧口清隆 2024.3
展示を通じた動物園、水族館の
地域産業界からの連携・支援
獲得の可能性に関する一考察

社会起業研究 第
4 巻

相模女子大学専門
職大学院社会起業
研究科
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横川昌史 2024.4

植物標本室の利用方法：大阪市
立自然史博物館の植物標本庫
見学ツアーを開催して考えた植
生学と標本室の接点

植生情報 第 28 号 植生学会編集委員
会

横山優子 2024.1
東西文化財を活用した博物館の
国際交流事業：コンセプトでつ
ながる美術館

博物館研究 第 59
巻第 10 号 日本博物館協会

横山百合子 2024.1 アカデミズムとジェンダー：博物
館展示の経験から

歴史学研究 
第 1044 号 歴史学研究会

吉岡克己 2024.1 地域の科学館における科学技術
史資料の展示課題

科学史研究 第 308
号 日本科学史学会

吉田憲司 2024.1
博物館をめぐる国際協力：国立
民族学博物館における博物館
研修コースと、その展開

博物館研究 第 59
巻第 10 号 日本博物館協会

吉田敏弘 2024.3 1874 年東京における「もう一つの
博物館」：歴史資料としての日記

國學院大學博物館
學紀要 第 48 号 國學院大學

吉野綾子 小原俊行
岩戸晶子、他 2024.8 金属製品の展示環境に関する一

試案
奈良文化財研究所
紀要 第 2024 号

独立行政法人国立
文化財機構奈良文
化財研究所

吉野文彬 2024.3

「おだわらデジタルミュージアム」
創設プロジェクト：小田原市収
蔵文化財の包括的デジタルアー
カイブの構築

IM：journal 
of image & 
information 
management 
2024 第 3・4 号

日本文書情報マネ
ジメント協会

劉高力 2024.1
デジタルトランスフォーメーション
時代に於ける博物館展示のデジ
タル化：博物館の受賞事例から

研究論集 第 23 巻 北海道大学大学院

劉高力 2024.2 博物館のデジタル化に直面する
課題

博物館研究 第 59
巻第 2 号 日本博物館協会

李陽浩 2024.8

街歩きと展覧会を連動させる試
み：特別企画展「おおさか街あ
るき：キタ・ミナミ」を例に：特
集 屋外で行う教育普及活動

博物館研究 第 59
巻第 8 号 日本博物館協会

渡邊麻里 2024.3
学芸員のキャリア・トランジショ
ン：学芸員の転職に関するアン
ケート調査報告

文化資源学ジャー
ナル 第 3 号

大阪公立大学文化
資源学会

渡抜由季 2024.6 福岡市美術館における空調シス
テムの改修と日常管理

文化財の虫菌害 
第 87 号

文化財虫菌害研究
所
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